
(57)【要約】

【課題】処置部の向きを所望の方向に向けて所定の処置

を行うことができる内視鏡用処置具及び内視鏡システム

を提供すること。

【解決手段】高周波スネア２は、生体の組織を緊縛する

スネアループ（処置部）１０と、断面が長軸方向と短軸

方向とを有する扁平形状とされた板状の操作ロッド１１

と、スネアループ１０の基端と操作ロッド１１の先端と

をそれぞれ挿通して接続する筒状の先端側接続部材１２

と、操作ロッド１１の軸芯Ｃ方向に延びて形成され、操

作ロッド１１と筒状に形成された基端側接続部材１３を

介して接続されて、軸芯Ｃ方向に駆動力を与える操作ワ

イヤ（操作部材）１５とを備えている。先端側接続部材

１２の軸芯方向に設けられた第一開口端面には、操作ロ

ッド１１の軸芯Ｃ方向と断面の短軸方向とに交差し、か

つ、長軸方向と平行に形成された略平面状の傾斜面１２

ｃが、操作ロッド１１を中央に挟むようにしてその両側

に設けられている。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 に 対 し て 所 定 の 処 置 を 行 う 処 置 部 と 、
　 断 面 が 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 と さ れ た 板 状 の 操 作 ロ ッ ド と 、
　 前 記 処 置 部 の 基 端 と 前 記 操 作 ロ ッ ド の 先 端 と を そ れ ぞ れ 挿 通 し て 接 続 す る 筒 状 の 先 端 側
接 続 部 材 と を 備 え 、
　 該 先 端 側 接 続 部 材 に 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 に 第 一 開 口 端 面 及 び 第 二 開 口 端 面 が 設
け ら れ 、
　 前 記 第 一 開 口 端 面 及 び 前 記 第 二 開 口 端 面 の 少 な く と も 一 方 に は 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯
方 向 と 断 面 の 短 軸 方 向 と に 交 差 し 、 か つ 、 前 記 長 軸 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ た 略 平 面 状 の 傾
斜 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 生 体 に 対 し て 所 定 の 処 置 を 行 う 処 置 部 の 基 端 に 接 続 さ れ て 、 断 面 が 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向
と を 有 す る 扁 平 形 状 と さ れ た 板 状 の 操 作 ロ ッ ド と 、
　 該 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ 、 該 軸 芯 方 向 に 駆 動 力 を 与 え る 操 作 部 材 と 、
　 該 操 作 部 材 の 先 端 と 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 基 端 と を そ れ ぞ れ 挿 通 し て 接 続 す る 筒 状 の 基 端
側 接 続 部 材 と を 備 え 、
　 該 基 端 側 接 続 部 材 に 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 に 第 一 開 口 端 面 及 び 第 二 開 口 端 面 が 設
け ら れ 、
　 前 記 第 一 開 口 端 面 及 び 前 記 第 二 開 口 端 面 の 少 な く と も 一 方 に は 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯
方 向 と 断 面 の 短 軸 方 向 と に 交 差 し 、 か つ 、 前 記 長 軸 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ た 略 平 面 状 の 傾
斜 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 開 口 端 面 又 は 前 記 第 二 開 口 端 面 の う ち 、 前 記 操 作 ロ ッ ド が 接 続 さ れ る 端 面 が 、
長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 続 部 材 の 断 面 が 、 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 処 置 部 が 、 前 記 生 体 の 組 織 を 緊 縛 す る ス ネ ア ル ー プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 と 、
　 先 端 が 開 口 し て 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 該 先 端 か ら 突 没 可 能 に 挿 通 さ せ る チ ャ ン ネ ル 、 及
び 該 チ ャ ン ネ ル の 先 端 近 傍 に 配 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 の 突 没 方 向 を 調 節 す る 鉗 子 起 上
装 置 、 を 有 す る 内 視 鏡 と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ス ネ ア 等 の 方 向 性 の あ る 処 置 部 を 有 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 。 ） で は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 先 端 か ら 処 置 部 を 突 出 さ せ た 際 、 処 置 部 の 向 き が 所 望 の
方 向 で は な い こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 挿 入 部 を 手 元 側 で チ ャ ン ネ
ル に 対 し て 回 転 し て 、 処 置 部 の 向 き を 調 整 し て い る 。 し か し 、 挿 入 部 が 細 長 な の で 所 望 の
向 き で 停 止 さ せ る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 処 置 部 を 平 板 状 部 材 の 先 端 に 接 続
す る こ と に よ っ て 湾 曲 方 向 を 制 限 す る こ と に よ り 、 処 置 部 を 向 け る 方 向 を 内 視 鏡 の 湾 曲 方
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向 に 規 制 す る こ と が で き る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ０ ９ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 西 独 実 用 新 案 第 ７ ７ １ ５ ６ ４ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 ス ネ ア ル ー プ の 基 端 側 に
板 状 の 部 材 が 設 け ら れ て い る が 、 こ の 部 材 と ス ネ ア ル ー プ と を 接 続 す る 接 続 部 材 に つ い て
、 具 体 的 な 記 載 が な い 。
　 一 方 、 特 許 文 献 １ の 図 １ に 記 載 の よ う な 接 続 部 材 を 使 用 し た 場 合 、 ス ネ ア 等 を 構 成 す る
弾 性 ワ イ ヤ が 、 通 常 、 略 円 形 断 面 な の で 、 ス ネ ア の 弾 性 ワ イ ヤ と 操 作 ワ イ ヤ と を 接 続 す る
接 続 部 材 を 使 用 し て 平 板 状 部 材 と 接 続 さ せ て も 、 平 板 状 部 材 と の 接 続 部 分 で 段 差 を 生 じ て
し ま う 。 こ の よ う な 段 差 が あ る 場 合 、 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 鉗 子 起 上 装 置 を 使 用 し て 処 置 部
の 向 き を 調 整 し た 状 態 で 、 接 続 部 材 を 鉗 子 起 上 装 置 近 傍 に 挿 通 さ せ た 際 、 段 差 が 鉗 子 起 上
装 置 に 引 っ か か っ て し ま い 、 処 置 部 の 操 作 に 影 響 が 出 て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 処 置 部 の 向 き を 所 望 の 方 向 に 向 け て 所
定 の 処 置 を 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 生 体 に 対 し て 所 定 の 処 置 を 行 う 処 置 部 と 、 断 面 が 長 軸
方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 と さ れ た 板 状 の 操 作 ロ ッ ド と 、 前 記 処 置 部 の 基 端 と 前
記 操 作 ロ ッ ド の 先 端 と を そ れ ぞ れ 挿 通 し て 接 続 す る 筒 状 の 先 端 側 接 続 部 材 と を 備 え 、 該 先
端 側 接 続 部 材 に 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 に 第 一 開 口 端 面 及 び 第 二 開 口 端 面 が 設 け ら れ
、 前 記 第 一 開 口 端 面 及 び 前 記 第 二 開 口 端 面 の 少 な く と も 一 方 に は 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯
方 向 と 断 面 の 短 軸 方 向 と に 交 差 し 、 か つ 、 前 記 長 軸 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ た 略 平 面 状 の 傾
斜 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 板 状 の 操 作 ロ ッ ド を 備 え て い る の で 、 例 え ば 、 鉗 子 起 上 装 置 を 有 す る 内 視
鏡 に 挿 入 し て 使 用 す る 際 、 鉗 子 起 上 装 置 を 作 用 （ 起 上 ） さ せ る こ と に よ り 、 操 作 ロ ッ ド を
軸 芯 回 り に 回 転 さ せ て 、 鉗 子 起 上 装 置 の 起 上 方 向 と 操 作 ロ ッ ド の 短 軸 方 向 と を 自 動 的 に 一
致 さ せ て 操 作 ロ ッ ド を 鉗 子 起 上 装 置 の 起 上 方 向 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 傾
斜 面 が 形 成 さ れ た 先 端 側 接 続 部 材 の 端 面 に 操 作 ロ ッ ド を 接 続 し た 際 、 傾 斜 面 に よ っ て 操 作
ロ ッ ド と 先 端 接 続 部 材 と の 間 に 段 差 を 生 じ さ せ な い よ う に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 例
え ば 、 鉗 子 起 上 装 置 を 起 上 さ せ た と き に 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 で 先 端 側 接 続 部 材 を 進 退
さ せ て も 、 鉗 子 起 上 装 置 と 先 端 側 接 続 部 材 と の 間 の 引 っ か か り を な く し て ス ム ー ズ に 移 動
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 生 体 に 対 し て 所 定 の 処 置 を 行 う 処 置 部 の 基 端 に
接 続 さ れ て 、 断 面 が 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 と さ れ た 板 状 の 操 作 ロ ッ ド と
、 該 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ 、 該 軸 芯 方 向 に 駆 動 力 を 与 え る 操 作 部 材 と 、
該 操 作 部 材 の 先 端 と 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 基 端 と を そ れ ぞ れ 挿 通 し て 接 続 す る 筒 状 の 基 端 側
接 続 部 材 と を 備 え 、 該 基 端 側 接 続 部 材 に 、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 に 第 一 開 口 端 面 及 び
第 二 開 口 端 面 が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 開 口 端 面 及 び 前 記 第 二 開 口 端 面 の 少 な く と も 一 方 に は
、 前 記 操 作 ロ ッ ド の 軸 芯 方 向 と 断 面 の 短 軸 方 向 と に 交 差 し 、 か つ 、 前 記 長 軸 方 向 と 平 行 に
形 成 さ れ た 略 平 面 状 の 傾 斜 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 板 状 の 操 作 ロ ッ ド を 備 え て い る の で 、 例 え ば 、 鉗 子 起 上 装 置 を 有 す る 内 視
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鏡 に 挿 入 し て 使 用 す る 際 、 鉗 子 起 上 装 置 を 作 用 （ 起 上 ） さ せ る こ と に よ り 、 操 作 ロ ッ ド を
軸 芯 回 り に 回 転 さ せ て 、 鉗 子 起 上 装 置 の 起 上 方 向 と 操 作 ロ ッ ド の 短 軸 方 向 と を 自 動 的 に 一
致 さ せ て 操 作 ロ ッ ド を 鉗 子 起 上 装 置 の 起 上 方 向 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 内 視 鏡
の 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ た と き に 、 上 記 傾 斜 面 が 形 成 さ れ た 基 端 側 接 続 部 材 の 端 面 に 操 作 ロ ッ
ド を 接 続 し た 際 、 傾 斜 面 に よ っ て 操 作 ロ ッ ド と 基 端 接 続 部 材 と の 間 に 段 差 を 生 じ さ せ な い
よ う に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 例 え ば 、 湾 曲 し た 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 で 基 端 側 接 続
部 材 を 進 退 さ せ て も 、 チ ャ ン ネ ル と 基 端 側 接 続 部 材 と の 間 の 引 っ か か り を な く し て ス ム ー
ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 第 一 開 口 端
面 又 は 前 記 第 二 開 口 端 面 の う ち 、 前 記 操 作 ロ ッ ド が 接 続 さ れ る 端 面 が 、 長 軸 方 向 と 短 軸 方
向 と を 有 す る 扁 平 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 先 端 側 接 続 部 材 又 は 基 端 側 接 続 部 材 が 、 湾 曲 し た 部 分 を 通 過 す る 際 、 短 軸
方 向 と 湾 曲 方 向 と を 一 致 さ せ る こ と が で き 、 周 囲 と の 抵 抗 を 小 さ く し て ス ム ー ズ に 移 動 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 接 続 部 材 の
断 面 が 、 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 接 続 部 材 と 接 続 さ れ る 処 置 部 部 分 の 断 面 形 状 が 扁 平 で あ る 場 合 、 操 作 ロ ッ
ド と 合 わ せ て 配 置 す る こ と に よ っ て 、 傾 斜 面 を 容 易 に 形 成 し て 処 置 部 側 も 含 め た 段 差 を 解
消 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 処 置 部 が 、
前 記 生 体 の 組 織 を 緊 縛 す る ス ネ ア ル ー プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 ス ネ ア の 向 き を 所 望 の 方 向 に 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 と 、 先 端 が 開 口 し て 前 記
内 視 鏡 用 処 置 具 を 該 先 端 か ら 突 没 可 能 に 挿 通 さ せ る チ ャ ン ネ ル 、 及 び 該 チ ャ ン ネ ル の 先 端
近 傍 に 配 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 の 突 没 方 向 を 調 節 す る 鉗 子 起 上 装 置 、 を 有 す る 内 視 鏡
と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 、 湾 曲 し た 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 で 先 端 側 接 続 部 材 又 は 基 端 側 接 続
部 材 を 進 退 さ せ て も 、 チ ャ ン ネ ル と 先 端 側 接 続 部 材 又 は 基 端 側 接 続 部 材 と の 間 の 引 っ か か
り を な く し て ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 処 置 部 の 向 き を 所 望 の 方 向 に 向 け て 所 定 の 処 置 を ス ム ー ズ に 行 う こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 高 周 波 ス ネ ア （ 内 視 鏡 用 処
置 具 ） ２ と 、 先 端 が 開 口 し て 高 周 波 ス ネ ア ２ を 先 端 か ら 突 没 可 能 に 挿 通 さ せ る チ ャ ン ネ ル
３ 、 及 び チ ャ ン ネ ル ３ の 先 端 近 傍 に 配 さ れ 、 高 周 波 ス ネ ア ２ の 突 出 方 向 を 調 節 す る 鉗 子 起
上 装 置 ５ 、 を 有 す る 内 視 鏡 ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 内 視 鏡 ６ の 先 端 側 に は 、 図 示 し な い 内 視 鏡 操 作 部 の 操 作 に よ り 湾 曲 す る 湾 曲 部 ７ と 、 湾
曲 部 ７ の 先 端 に 接 続 さ れ て チ ャ ン ネ ル ３ が 開 口 す る 先 端 硬 質 部 ８ と が 設 け ら れ て い る 。 鉗
子 起 上 装 置 ５ は 、 先 端 硬 質 部 ８ に 配 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 高 周 波 ス ネ ア ２ は 、 図 ２ か ら 図 ４ に 示 す よ う に 、 生 体 の 組 織 を 緊 縛 す る ス ネ ア ル ー プ （
処 置 部 ） １ ０ と 、 断 面 が 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 と を 有 す る 扁 平 形 状 と さ れ た 板 状 の 操 作 ロ ッ
ド １ １ と 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ の 基 端 と 操 作 ロ ッ ド １ １ の 先 端 と を そ れ ぞ れ 挿 通 し て 接 続 す
る 筒 状 の 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ と 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ 、 操 作 ロ
ッ ド １ １ と 筒 状 に 形 成 さ れ た 基 端 側 接 続 部 材 １ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て 、 軸 芯 Ｃ 方 向 に 駆 動
力 を 与 え る 操 作 ワ イ ヤ （ 操 作 部 材 ） １ ５ と 、 可 撓 性 を 有 し て 、 操 作 ロ ッ ド １ １ 及 び ス ネ ア
ル ー プ １ ０ を 進 退 自 在 に 収 納 す る 長 尺 の シ ー ス １ ６ と 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ 及 び シ ー ス １ ６ の
基 端 が 接 続 さ れ て 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ を シ ー ス １ ６ に 対 し て 進 退 さ せ る 操 作 部 １ ７ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス ネ ア ル ー プ １ ０ は 、 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ が ル ー プ 状 に 湾 曲 さ れ て な り 、 ル ー プ 面 １ ０ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 シ ー ス １ ６ 内 に 収 納 さ れ て い る 状 態 で は 、 ル ー プ 面 １ ０ ａ が
収 縮 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 操 作 ロ ッ ド １ １ は 、 略 矩 形 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 及 び 断
面 の 長 軸 方 向 に よ り 形 成 さ れ る 平 面 が ル ー プ 面 １ ０ ａ と 略 平 行 に な る よ う に 、 ス ネ ア ル ー
プ １ ０ と 接 続 さ れ て い る 。 即 ち 、 操 作 ロ ッ ド １ １ は 、 ル ー プ 面 １ ０ ａ を 含 む 平 面 Ｐ の 法 線
Ｌ 方 向 に は 湾 曲 し や す く 、 法 線 Ｌ に 直 交 す る 方 向 に は 湾 曲 し に く い よ う に 配 置 さ れ て い る
。
　 操 作 ロ ッ ド １ １ の 断 面 の 長 軸 方 向 及 び 短 軸 方 向 の 長 さ は 、 シ ー ス １ ６ 内 で 軸 芯 Ｃ 方 向 に
対 し て 進 退 及 び 回 転 可 能 な 長 さ と な っ て い る 。 操 作 ロ ッ ド １ １ の 先 端 側 及 び 基 端 側 は 、 先
端 側 接 続 部 材 １ ２ 及 び 基 端 側 接 続 部 材 １ ３ の 内 部 に 挿 入 可 能 に 、 中 央 部 分 に 比 べ て 長 軸 方
向 の 長 さ が 短 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 の 長 さ は 、 内 視 鏡 ６ の チ ャ ン ネ ル ３ 内 に シ ー ス １ ６ を 挿 通
し て シ ー ス １ ６ 先 端 を チ ャ ン ネ ル ３ の 開 口 か ら 最 も 突 出 さ せ た 際 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 基 端
が 先 端 硬 質 部 ８ 内 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 即 ち 、 内 視 鏡 ６ の 湾 曲 部 ７ と 干 渉 し
な い 長 さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ に は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 に
第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ 及 び 第 二 開 口 端 面 １ ２ ｂ が 設 け ら れ 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 断 面 の 長 軸 方
向 及 び 短 軸 方 向 に そ れ ぞ れ 長 軸 方 向 及 び 短 軸 方 向 を 有 す る よ う な 扁 平 形 状 に 形 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ に は 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 先 端 が 挿 入 さ れ 、 第 二 開 口 端 面
１ ２ ｂ に は 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ の 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の と き 、 切 開 ワ
イ ヤ １ ０ Ａ は 、 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ の 断 面 長 軸 方 向 に 二 本 が 並 ぶ よ う に し て 固 定 さ れ て い
る 。 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 板 厚 は 、 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ の 外 径 よ り も
小 さ く 形 成 さ れ て お り 、 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ の 短 軸 は 、 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ の 外 径 と 略 同 一
の 大 き さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ に は 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 と 断 面 の 短 軸 方 向 と に 交 差 し 、
か つ 、 長 軸 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ た 略 平 面 状 の 傾 斜 面 １ ２ ｃ が 、 操 作 ロ ッ ド １ １ を 中 央 に
挟 む よ う に し て そ の 両 側 に 設 け ら れ て い る 。 即 ち 、 傾 斜 面 １ ２ ｃ は 、 第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ
及 び 第 二 開 口 端 面 １ ２ ｂ の 中 間 位 置 か ら 第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ に 向 か っ て 操 作 ロ ッ ド １ １ の
軸 芯 に 接 近 す る 方 向 に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 ワ イ ヤ １ ５ は 、 複 数 の ワ イ ヤ 素 線 が 拠 ら れ て 形 成 さ れ て い る 。
　 操 作 部 １ ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 基 部 １ ８ と 、 基 部 １ ８ に 対 し て 前 後 方 向 に ス ラ イ ド
自 在 に 配 さ れ た ス ラ イ ダ １ ９ と を 備 え て い る 。 ス ラ イ ダ １ ９ に は 、 図 示 し な い 高 周 波 電 源
と の 接 続 ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る 電 極 端 子 １ ９ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 基 部 １ ８ に は 、 シ ー ス
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１ ６ の 基 端 が 接 続 さ れ 、 ス ラ イ ダ １ ９ に は 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ の 基 端 が 接 続 さ れ て い る 。 ま
た 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ と 電 極 端 子 １ ９ Ａ と は 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ７ 及 び 図 ８ に さ ら に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ 及 び 高 周
波 ス ネ ア ２ を 用 い て 体 腔 内 の ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 切 除 す る 場 合 を 例 と し て 、 高 周 波 ス ネ ア ２ の
作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 内 視 鏡 ６ の チ ャ ン ネ ル ３ を 通 じ て 、 高 周 波 ス ネ ア ２ の シ ー ス １ ６ を 体 腔 内 へ 挿 入
し て 、 シ ー ス １ ６ を チ ャ ン ネ ル ３ 先 端 開 口 か ら 体 腔 内 に 突 出 さ せ る 。 そ し て 、 操 作 部 １ ７
の ス ラ イ ダ １ ９ を 基 部 １ ８ に 対 し て 前 進 さ せ る 。 こ の と き 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 前 進 し て 操
作 ロ ッ ド １ １ を 介 し て ス ネ ア ル ー プ １ ０ が シ ー ス １ ６ か ら 突 出 す る 。 そ し て 、 図 １ に 示 す
よ う に 、 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ の 弾 性 付 勢 力 に よ り 自 ら 拡 が る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を ポ リ ー プ Ｐ Ｏ に 掛 け る 。 こ の 際 、 内 視 鏡 ６ の 鉗 子 起 上 装 置 ５
を 操 作 し て ス ネ ア ル ー プ １ ０ に ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 挿 入 し 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 首 部 Ｐ Ｏ Ｎ に 掛 け
る 。
　 こ こ で 、 内 視 鏡 ６ の 鉗 子 起 上 装 置 ５ が 配 さ れ た 位 置 に 操 作 ロ ッ ド １ １ が 配 置 さ れ て い る
。 そ の た め 、 ル ー プ 面 １ ０ ａ を 含 む 平 面 Ｐ の 法 線 Ｌ 方 向 と ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 膨 隆 方 向 と が 一
致 し て い る 場 合 に は 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ の 移 動 と と も に 操 作 ロ ッ ド １ １ が 湾 曲 し て 、 ス ネ ア
ル ー プ 面 １ ０ ａ が ポ リ ー プ Ｐ Ｏ に 対 し て 接 近 し た り 離 間 し た り す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 シ ー ス １ ６ か ら ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 突 出 さ せ て も 、 通 常 は 、 ル ー プ 面 １ ０ ａ の 向
き は 不 定 な の で 、 法 線 Ｌ 方 向 と ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 膨 隆 方 向 と が 異 な る 場 合 が 多 い 。
　 し か し 、 こ の 場 合 も 法 線 Ｌ 方 向 と ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 膨 隆 方 向 と が 一 致 し て い る 場 合 と 同 様
に 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ を 操 作 す る 。 こ の と き 、 操 作 ロ ッ ド １ １ が 矩 形 板 状 な の で 、 湾 曲 方 向
が 板 厚 方 向 に 規 制 さ れ て し ま う 。 従 っ て 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ の 起 上 方 向 と 、 操 作 ロ ッ ド １ １
の 平 面 方 向 と が 異 な っ て い て も 、 起 上 操 作 に 合 わ せ て 操 作 ロ ッ ド １ １ が 軸 芯 方 向 回 り に 回
転 し て 、 最 終 的 に ル ー プ 面 １ ０ ａ を 含 む 平 面 Ｐ の 法 線 Ｌ 方 向 と ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 膨 隆 方 向 と
が 一 致 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ に ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 掛 け た 後 、 鉗 子 起 上 装
置 ５ を 起 上 さ せ た 状 態 で 操 作 部 １ ７ の 基 部 １ ８ に 対 し て ス ラ イ ダ １ ９ を 後 退 さ せ る 。 こ の
と き 、 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ が 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ が 配 さ れ た 位 置 を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 板 厚 よ り も 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ の 外 径 の ほ う が 大 き い の で 、
鉗 子 起 上 装 置 ５ の 配 さ れ た 位 置 を 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ が 通 過 す る 際 、 先 端 側 接 続 部 材 １ ２
の 径 方 向 外 方 に 向 か っ て 鉗 子 起 上 装 置 ５ が 起 上 方 向 と は 逆 方 向 に 押 圧 さ れ る 。 し か し 、 傾
斜 面 １ ２ ｃ が 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ の 基 端 側 の 第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ に 形 成 さ れ て い る の で 、
先 端 側 接 続 部 材 １ ２ と 鉗 子 起 上 装 置 ５ と が 滑 ら か に 相 対 移 動 す る 。 一 方 、 第 二 開 口 端 面 １
２ ｂ で は 、 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ の 外 径 と 第 二 開 口 端 面 １ ２ ｂ の 短 軸 方 向 の 高 さ と が 略 同 一 な
の で 、 こ ち ら 側 も 段 差 が 形 成 さ れ ず 、 ス ム ー ズ に 相 対 移 動 す る 。 こ う し て 、 ス ネ ア ル ー プ
１ ０ が 移 動 し て ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 首 部 Ｐ Ｏ Ｎ を 緊 縛 し て 、 図 示 し な い 高 周 波 電 源 か ら 高 周 波
電 流 を 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ に 流 し 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 切 断 し て 、 ス ネ ア ル
ー プ １ ０ を シ ー ス １ ６ 内 に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ 及 び 高 周 波 ス ネ ア ２ に よ れ ば 、 上 述 し た 矩 形 状 の 操 作 ロ ッ ド １ １
を 備 え て い る の で 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を シ ー ス １ ６ か ら 突 出 さ せ た 状 態 で 鉗 子 起 上 装 置 ５
を 操 作 し た 際 、 内 視 鏡 ６ の 鉗 子 起 上 装 置 ５ の 起 上 方 向 と 操 作 ロ ッ ド １ １ の 断 面 短 軸 方 向 と
が 一 致 す る よ う に 操 作 ロ ッ ド １ １ を 自 動 的 に 回 転 さ せ て 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ の 起 上 方 向 に 操
作 ロ ッ ド １ １ の 曲 げ 方 向 を 向 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 記 傾 斜 面 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ た 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ の 第 一 開 口 端 面 １ ２ ａ に 操 作
ロ ッ ド １ １ を 接 続 し た 際 、 傾 斜 面 １ ２ ｃ に よ っ て 接 続 部 分 に 段 差 を 生 じ さ せ な い よ う に す
る こ と が で き る 。 従 っ て 、 例 え ば 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ を 有 す る 内 視 鏡 ６ の チ ャ ン ネ ル ３ 内 で
、 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ を 後 退 さ せ た 際 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ と 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ と の 引 っ か
か り を な く し て ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ の 向 き を
所 望 の 方 向 に 向 け て 所 定 の 処 置 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ９ か ら 図 １ １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省
略 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア
２ の 先 端 側 接 続 部 材 １ ２ に 予 め 傾 斜 面 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ る 代 わ り に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高
周 波 ス ネ ア ２ ０ の 先 端 側 接 続 部 材 ２ １ が 、 操 作 ロ ッ ド １ １ と 接 続 さ れ て か ら 傾 斜 面 ２ １ ｃ
が 形 成 さ れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 即 ち 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 断 面 積 が 一 定 の 扁 平 な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 中 央 部 に ロ ー 材 ２ ２
が 注 入 さ れ る 注 入 孔 ２ １ Ａ が 形 成 さ れ た 先 端 側 接 続 部 材 ２ １ に 対 し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う
に 、 先 端 側 接 続 部 材 ２ １ を 介 し て 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ と 操 作 ロ ッ ド １ １ と を ロ ー 材 ２ ２ に て
ロ ー 付 け す る 。 そ の 後 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 操 作 ロ ッ ド １ １ 側 の 第 一 開 口 端 面 ２ １ ａ の
一 部 を 削 っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 傾 斜 面 ２ １ ｃ を 形 成 す る 。 こ う し て 、 第 １ の 実 施
形 態 と 同 様 の 形 状 及 び 構 成 を 有 す る 高 周 波 ス ネ ア ２ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 高 周 波 ス ネ ア ２ ０ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る こ と が で
き る 。
　 特 に 、 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ と 操 作 ロ ッ ド １ １ と を 接 続 し て か ら 傾 斜 面 ２ １ ｃ を 形 成 す る の
で 、 操 作 ロ ッ ド １ １ と 傾 斜 面 ２ １ ｃ と を よ り 滑 ら か に 接 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ２ か ら 図 １ ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ３ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ３ ０
の 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ に 、 傾 斜 面 ３ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 に 第 一 開
口 端 面 ３ １ ａ 及 び 第 二 開 口 端 面 ３ １ ｂ が 設 け ら れ 、 全 体 形 状 が 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 断 面 の
長 軸 方 向 及 び 短 軸 方 向 に そ れ ぞ れ 平 行 と な る 長 軸 方 向 及 び 短 軸 方 向 を 有 す る 扁 平 形 状 に 形
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 一 開 口 端 面 ３ １ ａ に は 、 操 作 ワ イ ヤ ３ ２
の 先 端 が 挿 入 さ れ 、 第 二 開 口 端 面 ３ １ ｂ に は 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 基 端 が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 二 開 口 端 面 ３ １ ｂ に は 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 軸 芯 Ｃ 方 向 と 断 面 の 短 軸 方 向 と に 交 差 し 、
か つ 、 長 軸 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ た 略 平 面 状 の 傾 斜 面 ３ １ ｃ が 、 操 作 ロ ッ ド １ １ を 中 央 に
挟 む よ う に し て そ の 両 側 に 設 け ら れ て い る 。 即 ち 、 傾 斜 面 ３ １ ｃ は 、 第 一 開 口 端 面 ３ １ ａ
及 び 第 二 開 口 端 面 ３ １ ｂ の 中 間 位 置 か ら 第 二 開 口 端 面 ３ １ ｂ に 向 か っ て 操 作 ロ ッ ド １ １ の
軸 芯 に 接 近 す る 方 向 に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ３ ２ の 先 端 に は 、 第 一 開 口 端 面 ３ １ ａ か ら 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ 内 に 嵌 合 可 能
な 扁 平 部 ３ ２ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 扁 平 部 ３ ２ Ａ は 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の
ワ イ ヤ 素 線 ３ ２ ａ が 拠 ら れ て い る 状 態 を 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 基 端 側 接 続 部 材 ３
１ の 第 一 開 口 端 面 ３ １ ａ の 同 様 の 形 状 に な る よ う 潰 し て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 操 作 ロ
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ッ ド １ １ と 操 作 ワ イ ヤ ３ ２ と は 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に ロ ー 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ３ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 図 示 し な い ス ネ ア ル ー プ を 図 示 し な い ポ リ ー プ に 掛 け
て 、 図 示 し な い 鉗 子 起 上 装 置 を 起 上 さ せ た 状 態 で 図 示 し な い 操 作 部 の 基 部 に 対 し て ス ラ イ
ダ を 後 退 さ せ る 。 こ の と き 、 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ が 、 シ ー ス １ ６ の 湾 曲 部 分 を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 際 、 操 作 ワ イ ヤ ３ ２ 及 び 操 作 ロ ッ ド １ １ （ た だ し 、 板 厚 方 向 の み ） は 、 シ ー ス １ ６
の 湾 曲 方 向 に 湾 曲 す る も の の 、 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ は 硬 質 な の で 湾 曲 し な い 。 そ の た め 、
図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 従 来 の 接 続 部 材 で は 、 基 端 側 接 続 部 材 Ｓ Ｃ が シ ー ス １ ６ の 湾
曲 部 分 を 通 過 す る の が 困 難 と な る 。 一 方 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ３ ０ で は 、 基 端
側 接 続 部 材 ３ １ が 湾 曲 部 分 を 通 過 す る 際 、 断 面 短 軸 方 向 が 湾 曲 方 向 と な る よ う に シ ー ス １
６ に 対 し て 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ が 軸 芯 方 向 に 対 し て 回 転 し て 、 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ の 向 き
が 調 整 さ れ る 。 従 っ て 、 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ が 滑 ら か に 通 過 す る 。 こ う し て 、 ポ リ ー プ を
切 断 し て 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を シ ー ス １ ６ 内 に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 高 周 波 ス ネ ア ３ ０ に よ れ ば 、 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ が 、 シ ー ス １ ６ の 湾 曲 し た 部 分 を
通 過 す る 際 、 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ の 断 面 短 軸 方 向 と 湾 曲 方 向 と を 一 致 さ せ る こ と が で き 、
周 囲 と の 抵 抗 を 小 さ く し て ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 基 端 側 接 続 部 材 ３
１ と 操 作 ワ イ ヤ ３ ２ と の 間 に 、 図 １ ６ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 並 行 す る ワ イ ヤ 部 ３ ３
Ａ ， ３ ３ Ｂ を 設 け 、 ワ イ ヤ 部 ３ ３ Ａ ， ３ ３ Ｂ の 基 端 と 操 作 ワ イ ヤ ３ ２ の 先 端 と を 後 端 接 続
部 ３ ５ で 固 定 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 後 端 接 続 部 ３ ５ は
、 シ ー ス １ ６ の 湾 曲 部 分 に 侵 入 し な い 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ８ か ら 図 ２ １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ４ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ４ ０
が 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ４ １ に 対 し て ス ネ ア ル ー プ １ ０ と 同 一 方 向 に 進 退 移 動 す
る 押 し 棒 ４ ２ を さ ら に 備 え て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 シ ー ス ４ １ に は 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 挿 通 可 能 な 第 一 ル ー メ ン ４ １ Ａ と 、 押 し 棒 ４ ２ が
挿 通 可 能 な 第 二 ル ー メ ン ４ １ Ｂ と が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 ポ リ ー
プ 等 と の 接 触 面 積 を 確 保 す る た め 、 先 端 に 押 し 棒 ４ ３ の 外 径 よ り も 大 き い 大 径 部 ４ ５ が 設
け ら れ て い る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ４ ０ の 作 用 に つ い て 、 図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ を さ ら に
参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 シ ー ス ４ １ 先 端 を 図 示 し な い 内 視 鏡 ６ の チ ャ ン ネ ル 開
口 か ら 突 出 さ せ 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を シ ー ス ４ １ か ら 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 内 視 鏡 を 操 作 し な が ら 、 ル ー プ 面 １ ０ ａ 内 に ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 挿 入 す る 。 こ の と
き 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 頭 Ｐ Ｏ Ｈ が 垂 れ て い る よ う な ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 場 合 、 こ の ま ま で
は 、 首 部 Ｐ Ｏ Ｎ に 切 開 ワ イ ヤ １ ０ Ａ が 引 っ 掛 か ら な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ こ で 、 押 し 棒 ４ ２ を 第 二 ル ー メ ン ４ １ Ｂ か ら シ ー ス ４ １ 先 端 に 突 出 さ せ 、 図 ２ １ に 示
す よ う に 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 頭 Ｐ Ｏ Ｈ を 持 ち 上 げ る 。 こ の と き 、 首 部 Ｐ Ｏ Ｎ が 露 出 さ れ る の
で 、 そ の 間 に 切 開 ワ イ ヤ を 挿 入 し て ス ネ ア ル ー プ １ ０ 内 に ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 納 め る 。 そ の 後
は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 操 作 に よ っ て 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 切 断 す る 。
　 こ の 高 周 波 ス ネ ア ４ ０ に よ れ ば 、 頭 Ｐ Ｏ Ｈ が 垂 れ た ポ リ ー プ Ｐ Ｏ で あ っ て も 、 好 適 な 切
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開 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 第 ５ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ２ ２ か ら 図 ２ ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ５ の 実 施 形 態 と 第 ４ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ５ ０
の ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 、 操 作 ワ イ ヤ ５ １ の 先 端 に 設 け ら れ た 操 作 管 ５ ２ の 先 端 に 接 続 さ れ
て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ２ ２ 及 び 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ５ １ と 操 作 管 ５ ２ と は 、 略 同 一 の 外 径 と さ
れ 、 接 続 管 ５ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 操 作 管 ５ ２ に は 、 断 面 矩 形 板 状 の 押 し 板 ５ ５ が
進 退 自 在 に 配 さ れ て い る 。 操 作 管 ５ ２ の 先 端 に は 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ の ル ー プ 面 １ ０ ａ と
押 し 板 ５ ５ の 板 幅 方 向 と が 略 平 行 に な る よ う に 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ と 押 し 板 ５ ５ と を 回 動
規 制 す る 規 制 部 材 ５ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 接 続 管 ５ ３ に は 、 後 述 す る 板 駆 動 ワ イ ヤ ５ ８ が
挿 通 可 能 な 側 孔 ５ ３ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 押 し 板 ５ ５ の 基 端 に は 、 略 筒 状 の 接 続 部 材 ５ ７ を 介 し て 押 し 板 ５ ５ を 操 作 管 ５ ２ に 対 し
て 進 退 さ せ る 板 駆 動 ワ イ ヤ ５ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 板 駆 動 ワ イ ヤ ５ ８ は 、 操 作 ワ イ ヤ ５ １
と 並 ん で 、 操 作 ワ イ ヤ ５ １ に 対 し て 進 退 自 在 に シ ー ス １ ６ 内 に 配 さ れ る 。 接 続 部 材 ５ ７ は
、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 基 端 側 接 続 部 材 ３ １ と 同 様 の 形 状 と さ れ 、 第 一 開 口 端 面 ５ ７ ａ に
は 、 板 駆 動 ワ イ ヤ ５ ８ の 先 端 が 接 続 さ れ 、 第 二 開 口 端 面 ５ ７ ｂ に は 、 押 し 板 ５ ５ の 基 端 が
接 続 さ れ て い る 。
　 な お 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 手 元 側 ま で 延 在 し た 操 作 管 ５ ９ を 備 え 、 板 駆 動 ワ イ ヤ ５ ８
が 操 作 管 ５ ９ 内 に 進 退 自 在 に 配 さ れ た も の と し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の 作 用 に つ い て 、 図 ２ ５ 及 び 図 ２ ６ を さ ら に
用 い て 説 明 す る 。
　 第 ４ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 シ ー ス １ ６ 先 端 を 内 視 鏡 ６ の 図 示 し な い チ ャ ン ネ ル 開 口 か ら
突 出 さ せ 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を シ ー ス １ ６ か ら 突 出 し て ポ リ ー プ Ｐ Ｏ に 掛 け る 。 こ の と き
、 頭 Ｐ Ｏ Ｈ が 垂 れ て い る よ う な ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 場 合 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 板 駆 動 ワ イ ヤ
５ ８ を 操 作 管 ５ ９ に 対 し て 前 進 さ せ 、 操 作 管 ５ ９ の 先 端 か ら 押 し 板 ５ ５ を 突 出 さ せ る 。 こ
う し て 、 図 ２ ６ に 示 す よ う に 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ の 頭 Ｐ Ｏ Ｈ を 持 ち 上 げ 、 首 部 Ｐ Ｏ Ｎ に 切 開 ワ
イ ヤ を 挿 入 し て ス ネ ア ル ー プ １ ０ 内 に ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 納 め る 。 そ の 後 は 、 第 １ の 実 施 形 態
と 同 様 の 操 作 に よ っ て 、 ポ リ ー プ Ｐ Ｏ を 切 断 す る 。 こ の 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ に よ れ ば 、 第 ４
の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 先 端 側 接 続 部 材 ２ １ が 扁 平 な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 中 央
部 に ロ ー 材 ２ ２ が 注 入 さ れ る 注 入 孔 ２ １ Ａ が 形 成 さ れ た も の と し て い る が 、 図 ２ ７ に 示 す
よ う に 、 第 一 開 口 端 面 ６ ０ ａ か ら 注 入 孔 ６ ０ Ａ に 向 か っ て 、 断 面 の 長 軸 方 向 に 一 対 の ス リ
ッ ト ６ １ Ａ ， ６ １ Ｂ が 設 け ら れ た 先 端 側 接 続 部 材 ６ ０ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 場 合 、 ス リ ッ ト ６ １ Ａ ， ６ １ Ｂ の 幅 は 、 操 作 ロ ッ ド １ １ の 板 厚 と 略 同 一 と さ れ 、 一
対 の ス リ ッ ト ６ １ Ａ ， ６ １ Ｂ に 操 作 ロ ッ ド １ １ が 嵌 合 可 能 と な っ て い る 。
　 そ の た め 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 先 端 側 接 続 部 材 ６ ０ と 操 作 ロ ッ ド １ １ と を 接 続 さ せ る
こ と に よ り 、 両 者 を よ り 確 実 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 操 作 ロ ッ ド ６ ２ の 軸 芯 Ｃ か ら 、 幅 方 向 に 沿 っ て 一 方 の 辺 縁
部 ６ ２ Ａ に 向 か う 方 向 が 、 他 方 の 辺 縁 部 ６ ２ Ｂ と 異 な っ て 途 中 で 折 り 曲 げ ら れ て い る 高 周
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波 ス ネ ア ６ ３ と し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 軸 芯 Ｃ か ら 他 方 の 辺 縁 部 ６ ２ Ｂ に 向 か う 方 向 と 鉗 子 起 上
装 置 ５ に よ る 起 上 方 向 と が 一 致 す る よ う 高 周 波 ス ネ ア ６ ３ が 配 置 さ れ た 状 態 で 、 鉗 子 起 上
装 置 ５ を 操 作 す る 。 こ の と き 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ の 起 上 方 向 と 、 軸 芯 Ｃ か ら 一 方 の 辺 縁 部 ６
２ Ａ に 向 か う 方 向 と が 交 差 し て い る の で 、 図 ３ １ に 示 す よ う に 、 軸 芯 Ｃ を 中 心 に 操 作 ロ ッ
ド １ １ に 回 転 ト ル ク が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ を 起 上 さ せ る こ と に よ っ て 、 起 上 方 向 と 操 作 ロ ッ ド ６ ２ の 法 線
方 向 と が 略 平 行 に な る ま で 操 作 ロ ッ ド ６ ２ が 回 転 し て 、 起 上 方 向 に 操 作 ロ ッ ド ６ ２ が 湾 曲
す る 。 こ の 高 周 波 ス ネ ア ６ ３ に よ れ ば 、 鉗 子 起 上 装 置 ５ の 起 上 方 向 と 軸 芯 Ｃ か ら 他 方 の 辺
縁 部 ６ ２ Ｂ に 向 か う 方 向 と が 平 行 で あ っ て も 、 操 作 ロ ッ ド ６ ２ を 湾 曲 さ せ る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム 及 び 高 周 波 ス ネ ア の 要 部 を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム 及 び 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示
す 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム 及 び 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示
す 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 （ ａ ） 従 来 の 高 周 波 ス ネ ア の 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 、 （ ｂ ） 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形
態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 （ ａ ） 従 来 の 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 平 面 図 、 （ ｂ ） 本 発 明 の 第 ３
の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す （ ａ ） 要 部 構 成 斜
視 図 、 （ ｂ ） 要 部 構 成 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 平
面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ２ の Ｂ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る
。
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【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 図 ２ ９ の Ｄ － Ｄ 相
当 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ 　 内 視 鏡 シ ス テ ム
２ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ３ 　 高 周 波 ス ネ ア （ 内 視 鏡 用 処 置 具 ）
３ 　 チ ャ ン ネ ル
５ 　 鉗 子 起 上 装 置
６ 　 内 視 鏡
１ ０ 　 ス ネ ア ル ー プ （ 処 置 部 ）
１ １ ， ６ ２ 　 操 作 ロ ッ ド
１ ２ ， ２ １ 　 先 端 側 接 続 部 材
１ ２ ａ ， ３ １ ａ 　 第 一 開 口 端 面
１ ２ ｂ ， ３ １ ｂ 　 第 二 開 口 端 面
１ ２ ｃ ， ２ １ ｃ ， ３ １ ｃ 　 傾 斜 面
１ ５ ， ３ ２ ， ５ １ 　 操 作 ワ イ ヤ （ 操 作 部 材 ）
３ １ 　 基 端 側 接 続 部 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】
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要解决的问题：为内窥镜和内窥镜系统提供治疗设备，允许操作者将治
疗部分转向预定方向并执行规定的治疗。ŽSOLUTION：高频圈套器2设
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连接到操作杆11并且在轴芯C的方向上施加驱动力。提供第一开口端面
在远端侧连接构件12的轴芯方向上设置有与操作杆11的轴芯C的方向和
横截面的短轴方向交叉的大致平面的斜面12c。在操作杆11的两侧平行于
长轴方向形成的操作杆11从两侧夹紧。Ž
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